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石田天海Ｑす1－ド奇術（Ｚ）

麦 谷 員 里

(まえがき)前号に引き続いて天海のカード奇術を扱います。｢天海の 講習ノート｣とのギャップは

前回詳述しましたので割愛します。ところで､ 大矢定義さん(故人)は非常に几帳面というか筆ま

めな方で､｢ カード奇術の技法について｣という｢講習ノート｣と同じように手書きで書かれたものを

コピーして製本したものもあります(写真８７１)。おそら<､ 天海からカード奇術を習っているうちに、

紹介された技法をまとめたものと思われます。

写真871
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いまとなっては､ 標 準的な 技法 の数 々ですが､ この 当時､ このようにカード奇術 の 技法を整理

した本は 日本にはありませんでしたから、当時 は相 当に貴重なものだったと思われます。

ところで､ 石 田天 海の｢ 奇術 五十 年｣ に書いてあることで､ ずっと私( 麦谷) の心 に引っ掛かって

いたことがいくつかあります。その最 大のものは､ カーディニーとの､ 俗に言う、｢奇 術合戦｣ のこ

とです 。石田天 海自身 の｢ 奇術 五十 年｣ の記 述は 淡々としていて､ 引 用すると次の 通りです。

『記者と､ＳＡ∧A の代表 者との立ち会い で､ 決着をつけようということになった。その時､ 別々な

劇場 で互いに 技を競った 結果､ 彼( 注･ カーディニー) より私( 注: 天 海) の ほうが二 年も早< ニュー

ヨークのステージに出ていたため､ 私の勝 利に終わった 。つまり私 が先輩というわけである。ボー

ルの 奇術 は､ 私 のほうがうまく､タバコは互 角の 判定 が下った。そこで私 がタバコを引っ込め､ 彼

がボール の奇術をやめることで話 がついた 。』

この記 述を元に､ 以後 の多くの日 本の奇 術愛 好家が｢ 天海 がカーディニーと奇 術合戦して勝っ

た｣ と書い ています。勝負とか試合なら､ ルー ルとか判 断基 準とか､ 審 査員の顔 振れとか､ いつど

こでどのような仕 様･ 段取りで行なったのか､ そういう紹 介があるのが 普 通です が､ そういう詳 細

については ー切書いてないのでわかりませ ん。

このできごとの具 体的 年月日 の記述もありませんので､ いつごろのことだったのかピンポイント

で期日 の特 定はできませんが､｢ 奇術 五十 年｣ の 巻末 年表によると、1932 年 ～1935 年の間 の

ニューヨークでのできごとだと推 測できます 。天 海はメモ魔 ですし､ この｢ 記者｣ は芸 能 雑誌｢ ビル

ボード｣ の記 者ですから､ 名前くらいメモしてありそうなものです。また､ 通常なら､SAAA の代表 者

ならその名前と肩書(5AAA での 肩書)< らい は書いてありそうなものです が､ いず れも記 載はあり

ませ ん。｢奇術五 十年｣ には､ この 後で､ これ が評判 になって仕 事が 増えたとも書い てあります の

で､ 少なくともニューヨークのショー･ビジネスの 世界では かなり有 名なできごとだったと思 われま

す、カーディニーと天海との奇術 合戦なら､ 奇 術マニアでなくとも興 味深いエピソードで､ またマス

コミにも面白い題 材だったと思われますから､ どこかにエピソードが残ってない か調 べてみました。

自 分では 調 べ切れなかった ので､ こういう手品 歴史 分野に 造詣の 深い松山 光 伸氏にも調べ ても

らいました 。その 結果､ 天海とカーディニー の奇 術合戦 のエピソードは､ 一般 の新 聞や 芸 能誌ど

ころか､ 肝心 の5AAA の 機関誌である“AAUAA ”にも見当たりませんでした。また、当時すでに刊行

されていた奇術専 門誌“ＴＨＥ ＳＰＨＩＮＸ“にも掲 載はありませんでした。これ は面 妖です。

加えて､ 最 終的 に､ 天海 がタバコの奇 術を止め て､ カーディニ ーがボー ルの 奇 術を止めた､ と

書い てあります。職業 奇術師としてはたい へんな｢ 取り決め｣ です。アメリカ合衆 国 のことですから、

これが 口約 束であるはず はな<､ そのことを文 書で取り交 わして 、双 方 の署 名があるはずです。

また､ 違 約した場合 のことも書か れているは ずです 。マジシャン同 士のこの種 の合 意文 書は 珍し

<ヽカーディニーも天 海も物故 者となったいま､ オークションの ｅｐｈｅｍｅrａのカテゴリーで出てきそ

うなものですが､ カーディニーの 遺品 は､ 使っていたカードやボールを始め､ 写真 や手 紙など､ か

なり広範 囲にいろいろ出て来ています が､ 未だにこの文書 は出 品されていませ ん。

ここからは私の 想像です 。カーディニーが 天海 の舞 台に文句をつけた のは本 当だと思います。

しかし､ このことは､ それだけ 天海 の演 技 が優 れていたことに他なりません 。そこで天 海の 奇術
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がカーディニーの模倣であるかどうかを確かめるために5AAA の会員を含む複数の人間が二人

の舞台を観て回ったものと思われます。その結果､ ニューヨークには天海が先に来て演じていた

ため､ カーディニーの主 張は退けられることとなり、この問題を収めるために､ 双方が妥協して、

二人が同時にニューヨークで出演しているときには､ 天海がタバコを､カーディニーがボールを、

演じない､ という取り決めをしたのだと思います。その際､ 天海には､ ボールの手品はあなたのほ

うが上手だったとたまたま誰 かが言ったのです。明らかなのは､ 二人がひとつのステージに出て、

判定者の面前で競い合ったわけではないということです。

実に､ こういうことはいわゆる自伝･自叙伝にはよくあることです。｢奇術五十年｣にある｢明治 一

大正･昭和の3 代にわたる天覧｣も､ 松山光伸氏の考証によれば､ 明治天皇も大正天皇も石田天

海の勘違いで､ 天海が直接奇術をご覧にいれたのは昭和天皇だけとのことでした。ただし､ 書い

た天海本人は､3 代の天覧の栄に浴したと信じて書いています。このことは天海の生前には指摘

する人もなく､天海は事実を知らず鬼籍に入ってしまいました。

｢奇術五十年｣に記載されていることで疑問に思うことはまだまだたくさんあるのですが､ キリが

ありませんし､ そもそもそれは本旨ではありませんので､このあたりに止めます。

さて､ 長々と周辺のことを述べましたが、今回は、｢天海のカード奇術｣のパート2です。

１．天海の｢客のカードを当てる法｣

この作品の前に、｢ケースの 中のカード｣というカード奇術が収載されているのですが､ ダブル

フェイス･カードと透明なカード･ケースが必要なので、割愛しました。

[現象]

マジシャンはシャッフルされたテックの中から任意の10 枚を選んで､１枚ずつ表向きで客に示

し､ その中から客に心の中で好きな1 枚を覚えてもらいます。もちろん､ 客はこの間黙ったままで

す。客に10 枚のカードのうち何枚目を覚えたか訊ねます。客が答えますが､ さきほどの10 枚の

中にすでに客のカードはありません。客のカードは思いがけないところから出てきます。

[準備]

ありません。

[やり方]

①テックを客によ<シャッフルさせます。｢これから、１枚ずつ合 計10 枚のトランプをお見せします

が､ そのうちの1 枚だけをひそかに心の中で覚えてください。声に出して言ってはいけません｣

と言いながら､テックを表向きに左手に持って､ 右手で､ 表向きに1 枚ずつテーブルの上に出し

て行きます。｢1枚目、２枚目‥･｣ と言いながらカードを重ねて行きます。｢自分の覚えたトラン

プが何枚目だったかも覚えておいてくださいね｣と言います。１０枚置いたら、客に｢覚えました

か？｣と確認します。説明の都合上､ 客が４枚目のハートのクィーンを覚えたとします。

②左手に持っている残りのテックの一番上のカードを親指でブッシュオフして､やや横に出してお

きます。右手で､テーブル上に重なっている10 枚のカードを取り上げ､ 一旦左手のテックに置

いてから、やや揃えるような感じで再び取り上げますが､ このとき､ブッシュオフした1 枚を1０
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枚の下に加えてしまいます。したがって右手で11 枚取り上げるのですが､このとき同時に左手

は手首を返して残りのテック全体を裏向きにしてテーブルの上に置きます(写真８７２)。これは、

プッシュオフした1 枚が右手に加わることによって､ 左手のテックのボトムカードが変わるので、

そのことを客に気づかれないようにするためです。

写真８７２

③右手に取り上げた10 枚(実際は11 枚)を裏向きにして左手に持ちます。客に､｢ 何枚目を覚え

ましたか？｣と訊ねます。カードの種類はまだ訊ねません。客が｢４枚目｣と答えますから、｢わ

かりました｣と言って､ 左手のカードを上から一枚ずつ声に出して数えながら裏向きでテーブル

の上に置いて行きます。｢1枚目、2枚目｡3 枚目｣と重ねて置いて､４枚目に来たら、｢これがあ

なだのカードですね｣と言いながら､ 大きくアウトショックして重ねます(写真873) 。続いて､５

枚目、６枚目と重ねて置いて行き、最後の10 枚目は２枚ありますから､２枚重ねたまま、｢10

枚目｣と言って､ 最後に載せます。

写真873

④テーブ ルに出した10 枚( 実際 は11 枚) を取り上 げて、左 手に裏 向きで持ちます 。４枚目 のカー

ドはアウトショックしたままです 。右手でアウトショックしているカードから上 のカードをす べて取

り上 げ て､ パケットの下 に回しま す。これで､ 実 際 に客 の 覚えたハートのクィーンは パケットの
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ボトムに来ます。

亘:アウトショックしているカードを揃えながら､ パケットのボトムカード(客の覚えたカード)をギャン

ブラーズ･コップでパームします。同時に右手でパケット全体を表向きにしてテーブル上にリボ

ン･スプレッドします。客に､｢ 覚えたカードは何でしたか？｣と訊ねますが､ 当然にもテーブル上

の表向きの10 枚の中にはありません。

亘｢おかしいですね？｣と言いながら、左手にギャンブラーズ･＝1ツプしている客のカードをマジシ

ャンの膝の上にラッピングしてしまいます。そして､テーブル上の10 枚の 中に客のカードがな

いことを確認したら､ 膝の上の客のカードを拾い上げて､ 適当なところから出します。

②以上が､ 大矢さんの｢天海の講習ﾉｰﾄ｣ に書いてある内容です。しかも､ノートの図では､ 左手

にギャンブラーズ･コップしている客のカードは表向きですが､ 実際は裏向きです。このまま、

一旦客のカードをラッピングして後で適当なところから出すのだ、と言われても困る人が多いと

思われます。天海はどのようにして出していたのでしょうか？膝の上からカードを拾ってもう一

度パームして上着のポケットから出すのは悪くはありませんが危険です。幸い、これはテープ

ルの前で演じていますので､ここは､ スライディーニのインプ･パスの要領で､ 左手の客のカー

ドをテーブルの端で､ 一旦､ 右手の親指と人差指に渡し､左手をフリーにしてから､左手で上着

の前を開けるなりして､ 右手であたかも上着の内ポケットから客のカードを出して来るのが良

いと思います。

⑧｢スライディーニのインプ､ パスの要領で｣と書きましたが､ コインをやらない人には何のことか

わからないでしょうから､ 簡単に解説します。本来はコインの技法ですので､ カードに応用する

のはちょっと無理がありますが、私はけっこう多用しています。この場合、左手にギャンブラー

ズ･コップしているカードをテーブルの端に置いた右手の親指と人差指だけで挟んで右手に渡

してしまうことです(写真８７４)。もちろん客からは見えません。客はマジシャンの左手を疑って

いますから、その左手を空であることを何気なく見 せながら上着の前を開け、右手はカードを

持つたまま、下から上着の内側に入れて､ あたかも上着の内ポケットから出したように見せる

のです。ちなみに､ 私は､ コインのインプ･ パスをスライディー二本人から習いました。

写真87 ４
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2｡ 天海の｢アルマーと天海｣

｢アルマー｣というのは何のことだかわかりません。おそら<人の名前で天海と同時代に生きた

マジシャンだと思われます
Ｏ
大矢さんは､ 現象から､これに｢水と油｣という題名を付けておられま

すが、天海自身が、このカード奇術のタイトルは､｢ アルマーと天海｣だと言っているのですから、

ここは､ 元の題にしておきます。

[現象]４枚の５のカードと４枚のクィーンを示して揃えますが､ いつの間にか､ ５とクィーンは交互

になっています。

[準備]

ありません。

[やり方]

２段からなっています。過程が異なるだけで､ 現象は同じです。

第1 段:５とＱ の点検

①シャッフルしたテックから４枚の５と４枚の Ｑ とを取り出します。スートの順序は問いません。４

枚の5 を表向きにしてそろえ､ その上に表向きの４枚の Ｑ を載せます。8枚を広げてよ<客に

見せます(写真８７５)。

写真８７５

②この８枚のパケットを裏向きにして､ 右手にビドル･ポジションに持ちます。右手から左手に1 枚

ずつ取って行きますが､ 声に出して､｢ ５，５,５,５､クィーン､ クィーン､ クィーン､ クィーン｣のよ

うに言います。まず､ 右手から1 枚ずつ左手に２枚取ります。次に3 枚目を左手に取るときに、

この下に左小指でブレイクを作ります。ブレイクはそのままで､この上に４枚目を取ります。５枚

目を取るときに、左手のブレイクから上の２枚を右手のカードの下に引いて取ってしまいます

が､ いま右手の下に取った２枚のカードの上には右親指でブレイクを保持しておきます。次に6

枚目をとりますが、同時に右手親指のブレイクから下の２枚を､ この6 枚目のカードの下に左

手に取ってしまいます。そして､ そのまま､ 右手から7 枚目、８枚目と左手に一枚ずつ取ります。

仮に､ここで､ 左手に取り終わった8 枚を表向きにして点検すると､Ｑ,ｑ,Ｑ,５,5 、Ｑ,５､5 の順

になっているはずです(写真876) 。
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写真876

③裏向きのまま､まず､ 上から1 枚ずつテーブルの上に確認するように出して重ねて行きます。

｢４枚の５と４枚のクィーンです｣と言います。カードの順序が逆になります。そして､この８枚を

裏向きのまま再び､ 右手にビドル･ポジションに持ちます。このときのパケットの状態は､ 上から、

５，５､Ｑ,５､５､Ｑ,ｑ,ｑ です。右手から1 枚を左手に取り、２枚目を取るときに､この２枚目の

下に左小指でブレイクを作ります。３枚目を取るとき･､ブレイクから上の一枚を右手のカードの

下に取ります。４枚目のカードはそのまま左手に取ります。いま左手には3 枚しかありません

が､ 客は４枚だと思っていますので、｢４枚の５は、ここへ置きます｣と言って､ 左手の３枚を重

ねたままテーブル上に裏向きで置きます。

④右手のカードから左手へ､5 枚目、6枚目を取ります。ﾌ枚目と言いながら､ﾌ 枚目を取るときに、

左手の2 枚を右手のカードの下に取ってしまいます。左手は1 枚だけになります。そして､ 右手

のカードをすべて､８枚目と言って、左手のカードの上に載せます。｢これが４枚のクィーンで

す｣と言って､ すでにテーブル上に置いてあるカードの上に裏向きで載せます。

⑤この裏向きの８枚のカードを左手に持って、右手でカードの右上隅を持って上から1 枚ずつ表

向きにして行<と､上から順に､Ｑ,5,Ｑ,５､ｑ,５､Ｑ,5となっていて客は驚きます(写真877) 。

写真877
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第２段:再び5 とＱ とを分ける

⑥いま交互になった5とＱ の8 枚を左手に表向きに持って､ 右手で､5 をダウンショック､Ｑをアウ

トジョッグするようにして行きます(写真８７８)。｢5とＱ とを分けます｣と言っておきます。

写真878

⑦最後のｑ を上にアウトショックするときに､ すぐ上にある5も一緒に上に挙げて上から3枚目の

ｑ の下に揃えてしまいます(写真８７９)。

写真879

⑧ただちにこのままパケット全体を裏向きにひっくり返し､裏向きで下にインジョッグされている5

(3 枚しかない)を回転するように横に抜いて左手のパケットに下に重ねます。客からは､ｑ と5

を分離して､５の４枚をＱ の下に入れたとしか見えません。

⑨８枚のカードを裏向きでファンに拡げ､ 上の４枚を｢クィーンをここへ置きます｣と言って｡そのま

まの順序でファンに開いたままテーブル上に裏向きで置きます。次いで､ 残った４枚を上から

順序を変えないで左手に２枚､ 右手に２枚ずつ持ちますが、このとき、左手の２枚のうち、上側

のカードはやや手前に引いて､ かつ左側に少しはみ出るような形にします(写真８８０)。これは、

この上側のカードだけがクィーンだからです。この状態で､ 両方の手を返して､ それぞれ２枚ず

つ４枚のカードを見せると､客からは､ あたかも４枚の5 であるように見えます(写真８８１)。
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写真88０

写真８８１

⑩左手の２枚の上に右手の２枚を載せ､テーブルの上に置いてある４枚を揃えて左手のカードの

上に裏向きで載せます。そうしたら｡ 上から順に､ カードの右上隅を持って表向きにしてテープ

ル上に置いて行きます。Ｑ,５,Ｑ と置いたら､４枚目はセカンド･ティールします。５です。以下、

そのままＱ,5,Ｑ､5 と置きます。再び､Ｑ と5が交互になっているので客はびっくりします。

[コメント]

この解説も判読に相当苦労しました。｢講習ﾉｰﾄ｣ の図は､ 基本的に上手に描いてあるのです

が､メモの文章と図の手の形が違っていたり、図では裏になっているカードが実際は表だったり、

今回の｢アルマーと天海｣で言えば､ ５とｑ で演じていた手順が､ いつの間にか､Ｑ とエースにな

っていて､ 図もエースになっているので､ 一瞬､ 戸惑います。それと､どういうわけか､ 図がマジシ

ャン側から見たものと客側から見たものとが混在していて､ まさに､メモを書いているご本人の備

忘録なのだな､ と思わされます。大矢さんが､ この｢アルマーと天海｣というカード奇術を現象面か

ら捉えて｢水と油｣と改題されたのはまさに炳眼で､ 第1 段のビドル･ムーブのやり方はともか< 、

第２段のインとアウトにショックするやり方は､｢ オイル･アンド･ウォーター｣の手順の中に組み入

れるのはなかなか有用な方法で､ 赤と黒のスポット･カードで行うとかなり鮮やかに見えます。

702



3｡ 天海の｢なくなったクィーン｣

[現象]４枚あったクィーンがなくなって､ すべてエースに変わっています。

[準備とやり方]

このカード奇術も途中で唾液を付けることになっていましたので､ その点のハンドリングは､ 唾

液を付けなくてもいいように変えてあります。それだと､ 石田天海が怒るのではないかと思われる

かもしれませんが､ 私が実演した限りでは､ ＋分に実用的で､ おそら<石田天海が不満に思うよ

うなことはないと思います。準備はありません。

①テックを客によ<シャッフルしてもらいます。テックをマジシャンのほうに表を向けて､４枚のエー

スと1 枚のＱ を裏向きで抜き出します。Ｑ が中央です(写真882) 。客には､ 何のカードを何枚

出したかは言いません。

写真882

②パケットを裏向きで両手に持って拡げますが、最後の２枚はあたかも1 枚のようにして保持し、

客には４枚のパケットであることを示します。

③このパケットを再び閉じますが、このとき､ 上から３枚目のカード(Ｑ) の下にブレイクを作り、左

小指で保持しておきます。ブレイクから上の３枚をあたかも1 枚のようにして表向きにひっくり返

してＱを見せ､ 再び裏向きにしてから、トップ･カード(Ａ)だけを裏向きのままテーブル上に出し

ます。

④次は､ まず、左手に持っているパケットの上の3 枚を左親指で右ヘプッシュオフし､さらに､ いま

プッシュオフした3 枚を下から左人差指と左中指とて固定しながら､ さらに､ 上の２枚だけを右

ヘプッシュオフします(写真883) 。そして､ 最終的にプッシュオフした２枚をひっくり返してｑ で

あることを見せ､ 再び裏向きにしてから、トップ･カード(Ａ)だけを裏向きでテーブル上に出して、

さきほどのカードとオーバーラップするように重ねて置きます。

⑤この状態で､ 左手には3 枚のカードが残っていますが､ 客は２枚だと思っています。左手のトッ

プ･カードをそのままひっくり返して表向きにし､Ｑ であることを見せたら､ 再び裏向きにしてか

ら､ 上から2 枚をダブル･リフトして、2枚をそのままテーブル上の裏向きのカードに重ねて出し

ます(写真884) 。
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写真883

写真８８４

⑥左手の最後のカードを右手で取り上げ、マジシャンだけが表を見て｢このクィーンを左手に通す

と‥･｣と言って、左手を拳にして中を通します。｢‥･エースに変わります｣と言いながら、このカ

ードがエースであることを見せます。これはクィーンであることを客に見せてはいませんが､ い

わゆるミスコールで客にクィーンと思わせるのです。ただし､ 天海の原案では､ このような小ざ

かしい演出はありません。

⑦エースになった最後のカードでテーブル上の3 枚(実際は４枚)のカードをタップして､ 最後のカ

ードを上に載せ､４枚(５枚)のカードをすべて取り上げます。パケット全体を左手の上に表向き

にするとエースが見えていますから客は驚きます。このまま､ バックルカウントして､ 確かに４

枚のエースに変化していることを見せます。

[コメント]

どこで唾液を使うのかマニアの方ならおわかりだと思います。3枚目のクィーンを見せるときに

クィーンの表側に唾液を付けるのです。そのように行うと､最後の４枚のエースの見せ方が､１枚

ずつ表向きでテーブルに置けることになるので､ 鮮や かになることは間違いありません。その演

出を取りたい方は､ 唾液の代わりにマジシャンズ･ワックス等で代用されると良いと思います。
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4｡ 天 海の｢3 枚同じカード｣

[現 象] 同じ数 字 のカードをバラバラに離しますが､ 何 度やってもくっついて現 れます 。

[準 備]

ありません 。

[やり方]

①テックを客 によ< シャッフルしてもらいます 。客 からテックを受け取ったら、表をマジシャンに向

けてファンに拡げます 。このとき、トップ から２枚目 のカードを見ます 。この場 合 は､ 仮に◇２であ

ったとします( 写真885) 。

写真885

②｢これから３枚同じトランプを使って手品を見せます｣と言いながら､いま観た２のカードと同じ2

の他のスートのカード､すなわち､奉２､ワ２､４２の３枚を探してテーブルの上に表向きで重ねて

出します(写真８８６)。

写真８８６

③ただちに､この3 枚を裏向きにして､左手のテックの上に載せ､ 上から順に、１枚ずつΞ 石に3

枚ずつの山ができるように配ります(写真８８７)。左が先で､ 次いで右と配ります。｢こうＴると、

さきほどの２が左右に分かれます｣と言います。
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写真８８７

④右側の山のトップ･カードを取って､この山を掬い、テックの上に載せます。｢ところが‥･｣ と言

いながら､ 左の山の３枚を表向きにすると､3 枚の２です。｢3枚の２がくっついて現れます｣と言

って､3 枚が重なったまま表を軽く見せたら､ただちに裏向きにして、テックの上に戻します。

⑤再び、テックのトップから1 枚ずつ、左右左右にテーブル上に6 枚のカードを配りますが、今度

は､６枚目のカードは右側の山に置いてしまわないで､ そのまま右側に置いてある２枚のカー

ドを軽< タップしただけでテックの上に戻し､さらに､ このテックの上に右側の２枚のカードを取

り上げて載せます。

⑥そこで左側の山を表向きにすると、3枚の２が現れます。｢いつも３枚の２がくっついているので

す｣と言いながら､３枚の２が重なるようにして軽< 表を見せたら、ただちに裏返してテックの上

に戻します。

⑦もう一度行ないます。テックから左右に1 枚ずつ､ テーブル上に３枚ずつの山になるようにカー

ドを配ります。今度は､ 右側の３枚の山をそのまま取り上げてテックの上に戻します。そして、

残った左側の山を表向きにすると､3 枚の２です(写真888) 。｢どうも何度やっても２はくっつい

て来るようです｣と言っておわります。

写真888
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[コ メン ト]

こ の 手 品 は 、２ よりも 絵 札 や8 とか9 の ような ス ポ ット･ カ ード の ほ う が､ 客 が 違 い に 気 づ か な くて

い い と 思 わ れ る か もし れ ま せ ん が 、解 説 に あ る 通 り､ 最 初 に 客 に テ ッ クを シ ャッフ ル さ せ て か ら そ

の ま ま の 状 態 で 始 め ま す か ら 、そ の とき にトップ か ら2 枚 目 に あ っ た カ ー ド に 左 右 さ れ る の で す 。

そう い うこ と に 拘 泥 せ ず､ テ ッ ク の 中 か ら ス ポ ット･ カ ー ドを 選 び な が ら､ そ れ に 合 わ せ てトップ か ら

２枚 目 を セ ット す れ ば い い で は な い か と も 思 わ れ る 方 も い ら っし やる と 思 い ま す が､ そ れ で は､ 客

に 自 由 に テ ッ クを シ ャッフ ル さ せ た 意 味 が 損 な わ れ ま す 。石 田 天 海 の こ の 時 代 と い う か､ 実 は い

ま で も､ カ ード 奇 術 を 始 め る 前 に､ テ ック を 客 に 渡 し て シ ャッフ ル さ せ るこ と は き わ め て 重 要 で あ る

と 考 え る マ ジ シ ャ ン は 欧 米 に も 多 い の で す 。テ ッ ク が セ ットし て あ る と､ マ ジ シ ャ ン は､ い わ ば 何 で

も で き て し ま う の で､ そ うい う 意 味 で は フ ェア で は あ り ま せ ん 。し た が っ て､ 天 海 の カ ー ド 奇 術 は 、

ど れ も 最 初 に 客 に テ ッ ク を シ ャ ッフ ル さ せ る こ と が 多 い の で す 。そ うで な い 場 合 は､ 必 ず フ ォ ー ル

ス･ シ ャッフ ル し て か ら 始 め ま す 。J ｕａｎ Ｔａｍａriｚも､ あ の フ ル デ ッ クを セット す る ″ｍｎｅｍｏｎｉｃａ“で 、

し つ こい くら い に フ ォ ー ル ス･ シ ャッフ ル に 言 及 し て い ま す 。し た が っ て､ カ ード 奇 術 を 演 じ る 際 に は 、

ま ず テ ッ クを 客 に シ ャ ッフ ル さ せ る か マ ジ シ ャ ン が 自 分 で シ ャッフ ル し て み せ る の が 原 則 で す 。

5.Vol.5 →Ｖｏｌ.6

゛aficionQdo“の 規 定 の 紙数 が 尽 きました。｢天 海 の 講 習ノート｣ はこれでちょうど半 分 です 。判

読と解 説 に は相 当 の 忍 耐と根 気 が必 要 ですか ら、時 間とエネル ギー が ないと続きませ ん。幸か

不 幸 か､“ａｆｉｃｉｏｎａｄｏ“Vol.5 は 本号 で終 了します ので､ 一 旦､ 休 憩して､｢ 天海 の講 習ﾉｰﾄ｣ のス

トレスから解 放されて､VoI.6 のいくつか の 号 で､ まったく別 のカード･マジックを２,３取り上 げて

から、再 び｢ 天 海 の講 習ﾉｰﾄ｣ に戻ろうと思っています。しかし､ だからといって､ 読 者 のみなさん

がVoI.6 を継 続して購 読する義 務の ないことは言うまでもありませ ん。

ａ゙ｆｉｃｉｏｎＱｄｏ″″Vol.5 はこの号 で終了 です 。長い 間 のご購読 ありがとうございました 。10 冊 出 す

の に５年 以 上費 やしています。それ でも同 封のフライヤーにあるように、懲りず にVoI.6 を刊 行し

ようと思っているの は､ 読 者の みなさん からの 励ましによるところ大です 。次号も定期 購 読 の価 格

は据 え置き、１年 間10 冊で２０,０００円とします が､ いままで｢ 送 料 込 み｣ としておりましたところ 、

現在ご 存じの ようにレター･ パック･ ライト(３７０円) で送 っていますの で､ この 分 の 送 料だけ はご

負担 をお 願いい たします 。したがって､ 合 計 の 定期 購 読 料 は 、23, ７００円 となります 。定 期 購読

お 申込 み の詳 細 は同 封 のフライヤーをご 覧ください 。

VoI.5 のご 購読､ 誠 にありがとうございました。

今 後ともよろしくお願い 申し上げます。

707
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